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東京大学公共政策大学院 医療技術評価研究・教育の沿革
2012年4月 MSD寄付講座：医療技術評価・政策学(HTA)

  ・大学院講義 夏学期：医療技術評価（日）

    冬学期：Case Study (Institutions and Methods of Health 
     Technology Assessment in Healthcare Policy）(E)

2017年4月 医療政策・技術評価研究ユニット(HPTA)

    ・大学院講義 A1A2 (Oct-Dec)：Case Study (Institutions and Methods of Health 
         Technology Assessment in Healthcare Policy）(E)

    ・社会人対象のHTAエキスパート養成プログラム(日）
        5-7月 基本コース， 9-12月 アドバンストコース

2022年4月  3年延長

2025年4月 社会人対象のHTAエキスパート養成プログラムのみ1年延長

  現在に至る



■ 「医療政策・技術評価」に関わる世界最先端での方法論や政策への
応用を研究

■ HTAリテラシー（HTA専門知識と実践的能力）を兼ね備える我が国
の次世代リーダーを育成

■ 我が国トップの産官学連携拠点となる

HPTAプロジェクト
目的



■ 大学名：  東京大学公共政策大学院
■ プロジェクト名：  医療政策・技術評価ユニット
■ プロジェクト期間：  2017年4月～2026年3月（5年間)+3年延長+1年特例延長
■ アドバイザリー教員： 教授 城山英明
■ 担当教員：   特任教授 鎌江伊三夫
■ プロジェクトマネージャー： 奥原純子
■ RA: 東大公共政策大学院  横田知美，山根清，山縣奏    
 東京大学大学院医学系研究科 佐野和晃

HPTAプロジェクト
組織・期間



■ クレコンメディカルアセスメント株式会社
■ 武田薬品工業株式会社
■ ベクトン・ディッキンソン株式会社
■ シミック株式会社

HPTAプロジェクト

研究助成協賛企業（2021年度迄）



2017年度以降
■ 著書 4
■ 論文 英文 15 和文 23
■ 学会発表・講演 119
■ 社会活動
・2017ーWHO，OECDアドバイザー
・2018年9月国際学会ISPORアジア太平洋会議大会長
・2021年7月ー2022年6月国際学会ISPOR会長
・2023年1月以降キヤノングローバル戦略研究所HTA研究会座長
等、その他多数

HPTAプロジェクト
主な業績



関連書籍の出版
2019年

2016年

2013年



社会人対象の
HTAエキスパート養成プログラム

実績



■ コースコーディネーター・統括講師

 鎌江伊三夫 東京大学公共政策大学院特任教授

■ 協力教員(2017年4月～2023年3月)

 大西昭郎 東京大学公共政策大学院 客員教授

HTAエキスパート養成プログラム

統括・協力教員



■ 五十嵐中 横浜市立大学／東京大学大学院

■ 池田俊也 国際医療福祉大学大学院

■ 井上幸恵 クレコンメディカルアセスメント

■ 江面美祐紀 慶應義塾大学大学院

■ 奥村広之 アステラス製薬

■ 木内哲平 厚生労働省

■ 木下栄作 厚生労働省

■ 粂 直人 京都大学大学院

■ 小林 慎 クレコンメディカルアセスメント

■ 古元重和 厚生労働省

■ 齋藤信也 岡山大学大学院

HTAエキスパート養成プログラム
招聘講師陣(50音順）

■ 佐藤大介 千葉大学／藤田医科大学

■ 白岩 健 国立保健医療科学院

■ 鈴木康裕 厚生労働省／国際医療福祉大学

■ 中田勝己 厚生労働省

■ 中原直博 ジンマーバイオメッド

■ 長谷川正宇 厚生労働省

■ 福田 敬 国立保健医療科学院

■ 眞鍋 馨 厚生労働省

■ 村田達教 クレコンメディカルアセスメント

■ 山部 薫 シミック／エドワーズライフサイエンス



基本コース 203
アドバンストコース 179プログラム修了者数

基本 アドバンスト 特別講座 計
2017年 39 25 64
2018年 28 23 11 62
2019年 23 22 45
2020年 27 24 51
2021年 14 10 24
2022年 14 16 30
2023年 12 14 26
2024年 18 21 39
2025年 28 24 48(23) 100
計 203 179 59(23) 441



2017     2018      2019        2020        2021        2022       2023       2024       2025

基本 アドバンスト



2017     2018      2019        2020        2021        2022       2023       2024       2025

製薬・医療機器 その他



海外と結んだ
研究活動



■ 第6回「根拠に基づく費用対効果の判定を考える－多基準意思決定分析（MCDA）の活用の
可能性」東京大学福武ラーニングシアター，2017年12月11日

■ 第7回「アジア太平洋リーダーシップ・イブニングフォーラム」（国際学会ISPORと共催）
明治記念館，2018年9月10日

■ 第8回「医療技術評価の制度化ーその論点と今後の方向性」東京大学福武ホール，2019年
12月3日

■ 第9回「新型コロナパンデミックと医療技術評価の役割」オンライン開催，2021年3月2日
■ 第10回「医療政策・技術評価教育研究プロジェクト2017-2022総括報告」及び「新型コロ
ナパンデミック国際共同研究年次報告」オンライン開催，2022年12月21日

■ 第11回「COVID-19 の教訓 価値評価アプローチ」山上会館2階大会議室（ハイブリッド
開催）, 2023年12月08日

■ 第12回「日立財団国際共同研究によるCOVID-19 の教訓: 過去と未来, 山上会館2階大会議
室（ハイブリッド開催）, 2024年11月01日

これまでの東大HTA国際シンポジウム
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Presidential Theme—ISPOR Is…

Resilient
ISPOR is resilient; 

driving innovation in 
the field for more 

than 25 years.

Outstanding
ISPOR supports 

outstanding 
achievement in the 

field of HEOR.

Professional
ISPOR is the leading 
professional society 
for HEOR globally.  

Scientific
ISPOR drives the 

strategic scientific 
agenda in the field 

of HEOR. 

Involved
ISPOR members stay 

involved in the 
global HEOR 

community through 
the Society.

Isao Kamae: ISPOR President 2021 - 2022



Closing Remarks at Washington, D.C.

http://www.u-tokyo.ac.jp/index_j.html
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国際学会での成果発表
ISPOR Real-World Evidence Summit 2025, Tokyo

Moderator: 
Dr Makoto Kobayashi, Crecon Medical Assessment
Speakers: 
Prof Isao Kamae, The University of Tokyo, Japan
Prof Jeonghoon Ahn, Ewha Womans University, Korea

Tokyo Prince Hotel, Japan
Other Breakout Sessions, 13:15-14:15, Mon, 29 Sep 2025

Learning From the COVID-19 Pandemic and Designing 
a New HEOR Research Model: 
What is the Role of Real-World Evidence and How Does It Work?
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「価値に基づく」
医療と制度に向けて



日経新聞「経済教室」
2019年6月18日掲載
https://www.canon-
igs.org/column/macroec
onomics/20190624_58
65.html 



22

日経朝刊
経済教室
2022年6月29日



23

日経朝刊
経済教室
2025年3月25日



■ G1(加藤雅章): MCDA(多基準決定分析） は多面的価値に基づく価格
決定に応用可か

■ G2(湯浅晃): QALY ショートフォールを現行制度にどう組み込むか
■ G3(中原直博): ChatGPT 活用の実際：利点を体験し限界を考える
■ G4(宅島祐介): 価値に基づく高額療養費制度はどう設計できるか

HTA 特別夏季セミナーin 蓼科
2025年8月23-24日

グループ討議



■ これまで、国内だけでなく海外でも「医療政策・技術評価」に関わ
る世界トップクラスの研究を行ってきた

■ 中医協の新HTAの制度化に応じて、HTA研究・教育の我が国トップ
の産官学連携拠点としての役割を果たしてきた

■ HTAエキスパート養成プログラムでは、HTAリテラシーを有する我
が国の次世代リーダーの育成を行ってきた

■ 本プロジェクトは本年度終了となりますが、世界のHTA発展の潮流
は今後も続き，我が国では，HTA研究・教育へのさらなる取り組み
が必要⇒本日の総合討論のテーマ

HPTAプロジェクト
結語



鎌江伊三夫
kamae@pp.u-tokyo.ac.jp

皆様方からのこれまでの
HPTAへのご賛同・ご支援
にあらためて感謝申し上げます

http://www.u-tokyo.ac.jp/index_j.html
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